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澤
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は
じ
め
に

　

筆
者
は
本
紀
要
第
二
十
二
号
に
「
月
坡
道
印
と
小
澤
蘆
庵
の
十
牛
図
」
と
題
し
て
近
世
前
期
の
曹
洞
宗
の
僧
、
月げ
っ
ぱ坡

道ど
う
い
ん印

の
『
う
し

か
ひ
草
』（
寛
文
九
年
刊
）
に
つ
い
て
触
れ
た
。
当
該
書
は
仮
名
草
子
の
一
書
で
あ
り
、
廓
庵
十
牛
図
を
基
と
し
て
二
章
を
追
加
し
、
全

図
を
和
文
・
和
歌
に
よ
っ
て
そ
の
境
地
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
廓
庵
十
牛
図
は
図
、
小
序
、
廓
庵
の
頌
、
石
鼓
夷
・
壊
衲
璉
の
和

韻
か
ら
成
る
が
、
月
坡
は
和
文
・
和
歌
で
各
図
の
趣
意
を
示
し
て
お
り
、
漢
か
ら
和
へ
の
表
現
性
の
変
換
を
試
み
て
い
る
。
全
十
二
章

を
一
章
ず
つ
正
月
か
ら
十
二
月
に
割
り
当
て
、
四
季
の
景
物
の
叙
述
を
主
と
し
て
物
語
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
禅
用
語
を
用
い
ず
平
易

な
文
章
で
表
現
さ
れ
る
。
各
章
の
最
後
に
文
章
と
相
応
す
る
和
歌
二
首
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
月
坡
の
紀
行
文
『
手
ご
と
の
花
』（
元
禄

二
～
六
年
成
）
を
見
る
と
、漢
詩
の
他
に
自
詠
の
和
歌
五
十
八
首
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、和
歌
も
自
己
の
表
現
方
法
の
一
つ
と
し
て
い
た
。

月
坡
の
和
文
・
和
歌
に
つ
い
て
は
両
書
に
体
現
さ
れ
る
が
、
や
は
り
月
坡
は
禅
僧
で
あ
り
三
種
の
詩
集
、
各
語
録
を
参
照
す
る
と
詩
の

方
に
比
重
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
岡
田
宜
法
氏
は
月
坡
を
詩
星
と
し
て
宗
門
屈
指
の
宗
匠
で
あ
り
、
そ
の
風
格
は
松
堂
高
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盛
を
凌
ぎ
、
大
智
祖
継
と
拮
抗
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る（
１
）。
月
坡
の
詩
に
は
自
宗
の
教
義
、
自
己
の
宗
教
的
境
位
、
旅
懐
を
賦
し
た
も

の
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、佳
境
を
歌
っ
た
詩
作
が
詩
集
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
自
己
の
心
情
、禅
的
境
位
、

日
々
の
生
活
、
自
然
の
景
物
・
環
境
が
歌
わ
れ
て
お
り
、
禅
僧
及
び
詩
人
と
し
て
の
月
坡
を
見
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
月
坡
の
詩
作
の
中
で
佳
境
を
賦
し
た
詩
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
特
質
を
探
求
す
る
こ
と
を
目
標
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お

月
坡
の
伝
記
に
つ
い
て
は
前
稿
で
簡
略
に
触
れ
た
が
、
そ
の
後
調
べ
得
た
事
も
あ
る
の
で
こ
こ
に
記
し
て
置
き
た
い
。

　

月
坡
は
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
近
江
国
大
津
に
生
ま
れ
、
父
方
の
祖
は
近
江
源
氏
の
庶
流
、
本
姓
は
源
、
母
は
大
倉
氏
。
幼
時
、

父
を
亡
く
し
、
八
歳
の
と
き
僊
寿
印
の
も
と
で
薙
髪
。
次
い
で
竹
龍
遵
公
に
就
い
て
学
ぶ
。
二
十
院
あ
ま
り
を
歴
遊
す
る
が
、
紙
上
の

語
の
み
を
教
え
と
し
て
い
る
こ
と
に
不
満
を
抱
き
、
播
州
の
雲
晴
寺
に
て
百
丈
野
狐
の
機
縁
に
よ
っ
て
宗
旨
を
究
め
た
。
そ
の
後
黄
檗

山
に
到
り
、
隠
元
隆
琦
・
木
菴
性
瑫
・
即
非
如
一
に
謁
し
、
隆
琦
か
ら
は
「
此
の
僧
巴は

び

す
鼻
子
有
り
」（「
月
坡
禅
師
行
実
」）
と
さ
れ
る
も

の
の
、
衆
徒
と
の
気
風
が
合
わ
ず
辞
し
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
二
十
八
歳
の
と
き
、
比
良
山
獅
子
谷
（
現
、
大
津
市
北
小
松
）
に

庵
を
結
び
獅
子
庵
と
号
し
山
居
の
生
活
を
送
る
。
同
七
年
（
一
六
六
七
）
三
十
一
歳
、
郡
長
に
よ
り
庵
を
追
わ
れ
、
逢
坂
山
の
蝉
丸
旧

址
に
庵
を
移
し
琵
琶
苑
と
号
し
た
。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
三
十
三
歳
、
龍
睡
愚
隠
の
法
を
嗣
ぎ
、
永
平
寺
に
登
り
道
元
の
古
塔
を

拝
し
た
。
同
十
年
（
一
六
七
〇
）
三
十
四
歳
、
加
賀
黄
龍
山
献
珠
寺
に
晋
山
。
延
宝
四
年
（
一
六
七
八
）
四
十
二
歳
、
徳
川
光
圀
に
請

わ
れ
水
戸
の
岱た
い
そ
う
ざ
ん

宗
山
天
徳
寺
に
入
る
。
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
四
十
五
歳
、
龍
睡
の
後
継
と
し
て
金
沢
の
金
龍
山
天
徳
院
の
三
世
を

継
ぐ
。
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
五
十
二
歳
、
再
び
水
戸
天
徳
寺
に
戻
り
、
同
四
年
（
一
六
九
一
）
五
十
五
歳
、
光
圀
に
帰
郷
が
許
さ

れ
大
津
に
帰
郷
。
同
五
年
（
一
六
九
二
）
五
十
六
歳
、
山
城
山
科
に
大
宅
寺
を
開
基
す
る
。
以
後
、
東
海
・
北
陸
・
近
畿
・
山
陽
・
山

陰
の
各
地
を
巡
る
。
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
八
十
歳
に
て
示
寂（
２
）。

　

月
坡
の
事
跡
は
各
語
録
に
附
さ
れ
た
「
行
実
」
や
詩
集
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
若
年
に
は
獅
子
谷
、
琵
琶
苑
に
寓
居
し
山
居
生
活
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を
送
っ
た
こ
と
が
そ
の
詩
作
に
表
わ
れ
て
い
る
。
壮
年
以
降
大
宅
寺
を
開
基
し
退
隠
す
る
ま
で
は
加
賀
の
献
珠
寺
・
天
徳
院
、
水
戸
の

天
徳
寺
と
い
う
よ
う
に
北
陸
と
関
東
を
往
還
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
月
坡
の
若
年
に
詠
ま
れ
た
佳
境
詠
を
取
り
上
げ
た
い
が
、
佳
境
に

臨
み
詩
を
賦
す
こ
と
は
漢
詩
人
の
基
本
的
な
詠
作
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。
中
国
・
日
本
に
お
い
て
佳
境
を
賦
す
詩
作
は
多
く
存
す
る
。

佳
境
に
臨
み
風
致
、
自
己
の
心
情
を
表
現
す
る
こ
と
は
詩
人
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
悦
楽
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
月
坡
の
場
合

は
禅
僧
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
三
十
代
の
折
両
度
の
山
居
生
活
を
営
ん
で
い
る
が
、
当
地
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
二
種
、
計
四
種
の
佳
境

詠
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
の
他
延
宝
五
年
（
一
六
六
七
）
水
戸
天
徳
寺
住
持
時
代
に
詠
ま
れ
た
佳
境
詠
が
あ
る
が（
３
）、
今
回
は
月
坡
の
詩
集

に
載
る
、
初
期
の
詩
作
で
あ
る
四
種
の
作
品
に
焦
点
を
当
て
た
い
。
水
戸
で
の
佳
境
詠
に
つ
い
て
は
別
稿
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
な

お
佳
境
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
禅
宗
に
は
境き
ょ
う
ち致
と
い
う
概
念
が
あ
り
、
月
坡
も
四
種
の
境
致
を
詠
じ
た
詩
を
賦
し
て
い
る
が（
４
）、
こ
れ

は
禅
院
の
内
部
及
び
周
辺
の
光
景
を
指
す
も
の
で
あ
る（
５
）。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
非
寺
院
で
あ
り
山
居
の
折
に
詠
ま
れ
、
風
致
を
賞
美

す
る
心
が
そ
の
基
底
に
あ
り
、
か
つ
連
作
で
構
成
さ
れ
る
一
連
の
詩
作
を
佳
境
詠
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。

一
　
月
坡
の
佳
境
詠
の
概
要
と
「
比
良
山
獅
子
谷
居
」

　

月
坡
に
は
語
録
の
他
に
詩
集
と
し
て
『
菴
居
全
集
』（
三
巻
一
冊
。
寛
文
十
二
年
刊
）、『
月
坡
禅
師
禅
偈
清
吟
』（
二
巻
一
冊
。
延
宝

九
年
刊
）、『
南
去
北
来
』（
三
巻
一
冊
。
元
禄
十
五
年
跋
刊
）
の
三
種
が
存
す
る
。
こ
の
内
佳
境
詠
は
『
菴
居
全
集
』『
月
坡
禅
師
禅
偈

清
吟
』
に
所
載
さ
れ
て
お
り
、
年
次
と
と
も
に
左
に
掲
出
す
る
。
題
は
『
菴
居
全
集
』
に
よ
る
。

「
比
良
山
獅
子
谷
居
」（
全
三
十
首
）
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＊
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
～
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
詠
。『
月
坡
禅
師
禅
偈
清
吟
』
巻
一
に
所
載
。
新
た
に
五
首
を
附
す
（
全

三
十
五
首
）。

「
題
獅
子
庵
八
境
」（
無
露
頂
・
仏
座
峰
・
紫
雲
嶺
・
法
華
灘
・
桜
桃
渓
・
瀑
布
泉
・
栗
原
村
・
龍
華
村
）

＊
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
詠
。『
月
坡
禅
師
禅
偈
清
吟
』
巻
二
に
所
載
。

「
関
山
琵
琶
苑
居
」（
全
十
首
）

＊
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
詠
。『
月
坡
禅
師
禅
偈
清
吟
』
巻
二
に
所
載
。

「
題
琵
琶
堂
六
境
」（
慈
光
春
晩
・
湖
上
梵
音
・
関
山
月
色
・
調
絃
松
風
・
草
錫
清
泉
・
門
巷
絡
繹
）

＊
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
詠
。『
月
坡
禅
師
禅
偈
清
吟
』
巻
二
に
所
載
。

　

初
度
の
山
居
―
獅
子
谷
住
―
の
二
種
、
後
度
の
琵
琶
苑
居
―
関
山
（
逢
坂
山
）
住
―
の
二
種
、
計
四
種
が
佳
境
詠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、

月
坡
の
二
十
八
歳
か
ら
三
十
一
歳
の
間
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
連
の
詩
は
連
作
で
あ
り
、獅
子
庵
八
境・琵
琶
苑
六
境
は
名
勝
の
選
定・

命
名
を
行
っ
て
い
る
。月
坡
は
寛
文
十
年
に
献
珠
寺
に
晋
山
す
る
ま
で
山
居
生
活
を
送
っ
て
お
り
、僧
侶
と
し
て
の
初
め
は
野
に
あ
っ
た
。

当
期
の
佳
境
詠
に
つ
い
て
詩
人
・
僧
侶
と
し
て
の
月
坡
に
ど
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
、
い
か
な
る
趣
意
が
存
す
る
の
か
を
探
っ
て
い

き
た
い
。
な
お
『
菴
居
全
集
』
と
『
月
坡
禅
師
禅
偈
清
吟
』
の
異
同
に
つ
い
て
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
回
は
『
菴
居
全
集
』

の
本
文
に
就
く
こ
と
に
す
る
。
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始
め
に
「
比
良
山
獅
子
谷
居
」（
上
巻
）
を
見
る（
６
）。

当
該
詩
は
三
十
首
（『
月
坡
清
吟
』
で
は
三
十
五
首
）
に
の
ぼ
る
が
、
そ
こ
に
は

隠
棲
の
楽
し
み
、
禅
僧
と
し
て
の
内
省
、
風
致
へ
の
憧
憬
、
山
居
生
活
の
趣
、
耕
作
の
あ
り
よ
う
、
修
行
者
と
し
て
の
実
践
躬
行
、
宗

教
的
境
位
な
ど
が
賦
さ
れ
て
い
る
。
詩
作
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
た
表
現
内
容
と
実
生
活
の
間
に
は
自
ず
と
隔
た
り
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、

表
現
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
詩
を
受
容
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　

比
良
山
獅
子
谷
居　
　
　
　

比ひ
ら
さ
ん
良
山
獅し

し子
谷こ
く
の
居き
ょ

山
是
比
良
獅
子
谷　
　
　
　

山
は
是こ

れ
比ひ

ら良
の
獅
子
谷

林
閒
恰
好
縛
柴
門　
　
　
　

林
間
恰あ
た
かも
好
し　

柴さ
い
も
ん門
を
縛ば
く
す
る
に

南
溪
泉
美
煎
茶
馥　
　
　
　

南な
ん
け
い渓　

泉
美び

に
し
て
茶
を
煎せ
ん
じ
て
馥か
ん
ばし
く

北
苑
薇
肥
打
菜
尊　
　
　
　

北ほ
く
え
ん苑　

薇
肥こ

え
て
菜
を
打
し
て
尊
し

西
嶺
中
空
無
動
相　
　
　
　

西せ
い
れ
い嶺　

空
に
中あ
た

っ
て
動
相
無
く

東
江
分
地
遠
譁
誼　
　
　
　

東と
う
こ
う江　

地
を
分
ち
て
譁か

ぎ誼
遠
し

十
年
求
隱
今
初
得　
　
　
　

十
年　

隠
を
求
め
て
今
初
め
て
得
た
り

此
處
扶
桑
第
一
番　
　
　
　

此こ

の
処と
こ
ろ　

扶ふ
そ
う桑

の
第
一
番（
７
）

　

当
地
が
山
居
す
る
の
に
相
応
し
い
土
地
柄
で
あ
り
、
良
水
で
煮
た
馥
郁
た
る
茶
の
香
り
、
実
り
あ
る
畑
、
山
と
湖
岸
に
接
す
る
居
処

に
は
心
を
惑
わ
す
動
き
も
な
く
俗
世
の
騒
が
し
さ
か
ら
も
遠
く
、
十
年
来
求
め
て
き
た
隠
棲
生
活
を
営
む
の
に
理
想
の
地
で
あ
る
、
と

詠
む
。
巻
頭
詩
に
詠
ま
れ
る
隠
棲
の
地
と
し
て
優
れ
て
い
る
こ
と
、
幽
居
生
活
の
充
実
、
風
致
の
静
け
さ
も
し
く
は
美
し
さ
は
当
該
詩
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作
に
繰
り
返
し
表
現
さ
れ
て
お
り
、
右
記
の
詩
は
一
連
の
詩
作
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

　
　

其
二　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
二

心
已
俗
兮
身
亦
俗　
　
　
　

心
已す
で

に
俗
な
れ
ば
身
も
亦ま

た
俗

世
閒
爲
樂
世
閒
家　
　
　
　

世
間
を
楽
と
為な

す
世
間
の
家

折
腰
隣
舍
力
彌
強　
　
　
　

腰
を
隣
舎
に
折
っ
て
力
弥
い
よ
い
よ

強
く

馳
慮
遠
方
情
轉
加　
　
　
　

慮
を
遠
方
に
馳は

す
る
に
情こ
こ
ろ
う
た転た
加く
わ
う

銭
有
愚
尊
於
道
背　
　
　
　

銭
有
れ
ば
愚ぐ

な
れ
ど
も
尊と
う
とぶ　

道
に
於
い
て
背そ
む

く

金
無
賢
謾
與
天
差　
　
　
　

金
無
け
れ
ば
賢け
ん
な
れ
ど
も
謾そ
し
ら
る　

天
と
差た
が
う

山
庵
不
用
多
般
事　
　
　
　

山
庵
に
は
用
い
ず　

多た
は
ん般
の
事

終
日
鋤
雲
種
紫
茄　
　
　
　

終
日　

雲
を
鋤す

き
て
紫し

か茄
を
種う

う

　

第
六
句
ま
で
は
俗
世
間
の
あ
り
よ
う
を
描
く
が
、
頸
聯
は
金
銭
の
有
無
に
よ
っ
て
賢
愚
が
転
倒
す
る
こ
と
を
憂
え
る
。
も
ち
ろ
ん
こ

う
し
た
世
間
の
価
値
観
は
山
居
に
関
係
せ
ず
、
黙
々
と
耕
作
に
励
む
よ
う
す
が
詠
ま
れ
る
。
金
銭
に
代
表
さ
れ
る
世
俗
の
価
値
を
避
け

る
こ
と
は
庵
住
す
る
僧
に
と
っ
て
一
つ
の
理
想
で
あ
っ
た
ろ
う
。
俗
と
対
比
す
る
こ
と
で
そ
れ
と
は
無
縁
の
自
己
の
様
相
を
耕
作
に
託

し
て
表
わ
し
て
い
る
。
山
居
生
活
を
賦
し
た
作
を
も
う
一
例
見
て
み
た
い
。



九
五

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

　
　

其
十
六　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
十
六

罵
雨
打
風
世
連
違　
　
　
　

雨
を
罵の
の
しり

風
を
打だ

し
世
に
連
な
っ
て
違た
が

え

寓
身
無
地
始
營
扉　
　
　
　

身
を
寓
す
る
に
地
無
う
し
て
始
め
て
扉
を
営
む

收
薪
後
嶺
吟
詩
下　
　
　
　

薪た
き
ぎを

後こ
う
れ
い嶺

に
収お
さ

め
詩
を
吟
じ
て
下
り

乞
米
前
村
唱
偈
歸　
　
　
　

米
を
前ぜ
ん
そ
ん村
に
乞
い
て
偈げ

を
唱
え
て
帰
る

臨
澗
汲
泉
憐
石
痩　
　
　
　

澗た
に
に
臨の
ぞ
み
泉
を
汲
ん
で
石せ
き
そ
う痩
を
憐
れ
み

渉
園
擇
菜
喜
薇
肥　
　
　
　

園
に
渉わ
た
り
菜
を
擇え
ら
ん
て
薇び

の
肥ひ

た
る
こ
と
を
喜
ぶ

是
非
強
作
吾
生
得　
　
　
　

是
れ
強し

い
て
作
る
に
非あ
ら
ず　

吾
れ
生
を
得
た
り

誤
莫
客
來
容
是
非　
　
　
　

誤
っ
て
客
来
っ
て
是ぜ

ひ非
を
容い

る
る
莫な
か
れ

　

頷
聯
の
薪
を
樵
り
、
詩
を
嘯う

そ
ぶき

な
が
ら
山
を
下
り
、
米
を
前
方
の
村
に
乞
い
偈
を
口
に
し
て
帰
る
と
す
る
の
は
僧
・
詩
人
と
し
て
の

自
己
の
姿
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
頸
聯
で
は
渓
水
を
汲
み
、
耕
地
の
実
り
を
喜
ぶ
が
、
尾
聯
で
山
居
の
恵
み
を
得
て
生
を
保
つ
生
活
に
自

足
し
、
客
―
外
部
者
―
が
訪
問
し
是
非
―
正
・
誤
―
の
基
準
を
持
ち
込
む
こ
と
を
峻
拒
す
る
。
山
居
の
自
足
・
当
否
を
問
わ
な
い
生
活

を
歌
っ
て
い
よ
う
。

　

次
に
宗
教
的
境
位
を
含
む
詩
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
月
坡
は
当
該
詩
集
に
禅
宗
の
教
義
に
基
づ
く
詩
を
歌
っ
て
い
る
が
、
当
該
詩
作

に
も
そ
れ
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。



九
六

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

　
　

其
十　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
十

一
閒
茆
屋
足
容
躬　
　
　
　

一
間
の
茆ぼ
う
お
く屋　

躬み

を
容い

る
る
に
足た

る

人
世
何
思
瓊
室
宮　
　
　
　

人じ
ん
せ
い世　

何
ぞ
思
は
ん　

室
宮
を
瓊け
い

す
る
こ
と
を

洗
鼎
通
宵
烹
月
食　
　
　
　

鼎か
な
えを

洗
っ
て
通つ
う

宵し
ょ
う

月
を
烹に

て
食
ら
い

携
籃
終
日
盛
風
充　
　
　
　

籃か
ご

を
携た
ず
さえ

て
終
日
風
を
盛
っ
て
充み

た
し
む

杖
頭
霜
爛
倚
無
力　
　
　
　

杖じ
ょ
う
と
う頭　

霜
に
爛た
だ

れ
て
倚よ

る
に
力
無
く

榻
角
雲
埋
禪
有
功　
　
　
　

榻と
う
角か
く　

雲
に
埋
め
て
禅
に
功こ
う
有
り

昔
不
曾
迷
今
不
悟　
　
　
　

昔
曽か
つ

て
迷
わ
ず　

今
悟
ら
ず

是
心
是
佛
是
皆
空　
　
　
　

是
れ
心　

是
れ
仏　

是
れ
皆
空

　

世
に
居
住
す
る
に
は
こ
の
粗
末
な
庵
で
十
分
で
あ
り
、
奢
侈
を
尽
く
し
た
家
は
必
要
で
な
い
と
す
る
。
鼎
の
中
に
映
る
月
を
食
し
、

籃
に
風
を
満
た
す
と
い
う
表
現
は
転
倒
し
た
表
現
だ
が
、
一
日
の
無
事
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
杖
先
は
霜
に
爛
れ
使
え
ず
、
腰

掛
け
に
は
雲
が
か
か
り
静
謐
の
中
で
禅
定
す
る
と
詠
む
。
往
昔
も
迷
う
こ
と
な
く
、
現
在
も
悟
り
に
至
ら
な
い
の
は
迷
・
悟
が
そ
も
そ

も
存
し
な
い
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
性
の
心
で
あ
り
仏
心
で
あ
り
、
す
べ
て
は
「
空
」
で
あ
る
と
詠
じ
る
。
頸
聯
以
下
に
禅
的
境
地

が
窺
わ
れ
る
。

　
　

其
九　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
九

越
格
平
生
何
不
寶　
　
　
　

越お
っ

格か
く

の
平へ
い
ぜ
い生　

何い
ず

れ
か
宝
な
ら
ざ
ら
ん



九
七

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

就
中
最
貴
是
清
閑　
　
　
　

中
に
就つ

い
て
最
も
貴
き
は
是こ

れ
清
閑

能
知
離
市
市
爲
市　
　
　
　

能よ

く
市い
ち

を
離
れ
て
市
の
市
た
る
こ
と
を
知
る

又
悟
入
山
山
匪
山　
　
　
　

又
山
に
入
っ
て
山
の
山
に
匪あ
ら

ざ
る
を
悟さ
と

る

拾
菓
年
年
當
飯
活　
　
　
　

菓か

を
拾
い
年
年
飯め
し

に
当あ

て
て
活い

き

嗜
茶
夜
夜
汲
泉
還　
　
　
　

茶
を
嗜た
し
なん
で
夜や

夜や

泉い
ず
みを
汲
ん
で
還か
え
る

一
庵
消
息
無
人
會　
　
　
　

一い
ち
庵あ
ん
の
消し
ょ
う
そ
く息　

人
の
会か
い
す
る
無
し

啓
告
虚
空
獨
破
顏　
　
　
　

虚こ
く
う空
に
啓け
い
こ
く告
し
て
独
り
破は
が
ん顔
す

　

日
常
は
宝
―
仏
―
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
清
閑
を
第
一
と
し
た
出
世
間
の
妙
味
を
嘆
賞
す
る
。
市
を
離
れ
て
始
め
て
市
の

本
体
を
知
り
、山
に
足
を
踏
み
入
れ
て
初
め
て
山
が
山
で
な
い
こ
と
を
会
得
す
る
と
あ
る
が
、こ
れ
は
道
元
の
「
山
水
経
」（『
正
法
眼
蔵
』

第
二
十
九
）
に
も
通
じ
る
認
識
で
あ
り
、
一
般
的
概
念
と
し
て
の
山
で
は
な
く
、
山
そ
の
も
の
が
仏
の
現げ
ん
じ
ょ
う成で

あ
る
と
す
る
、
曹
洞
禅

の
本
質
と
し
て
の
山
を
い
う
の
で
あ
ろ
う（
８
）。

果
実
を
喰
ら
い
、
茶
を
飲
み
毎
夜
泉
の
水
を
汲
む
と
す
る
が
、
幽
居
の
充
実
を
表
現
す
る
。

庵
居
の
あ
り
よ
う
は
人
と
会
う
こ
と
も
な
く
、す
べ
て
の
事
象
を
抱
容
す
る
無む

げ礙
の
空
界
に
「
啓
告
」
す
る
の
に
独
り
「
破
顔
」
―
に
っ

こ
り
―
す
る
と
詠
む
。「
破
顔
」
の
語
は
「
破は
が
ん顔

微み
し
ょ
う笑

」
が
禅
語
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
啓
告
虚
空
」
の
語
は
『
碧
巌
録
』

第
一
則
の
著
語
に
「
望
空
啓
告
（
空そ
ら

を
望あ
お

い
で
啓う
っ
た告

う
）」
と
あ
り（
９
）、

こ
れ
に
拠
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
虚
空
―
真
如
―
に
破
顔
す
る

趣
向
は
禅
的
要
素
を
強
く
感
じ
る
。



九
八

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

　
　

其
二
十
三　
　
　
　
　
　
　

其
の
二
十
三

一
鉢
一
甁
何
所
祈　
　
　
　

一い
っ
ぱ
つ鉢　

一い
っ
瓶ぺ
い　

何
の
祈
る
所
ぞ

淸
泉
當
渇
芋
當
饑　
　
　
　

清
泉
は
渇か
つ

に
当
て
芋
は 

饑き

に
当
つ

解
冠
退
歩
知
今
是　
　
　
　

冠
を
解
い
て
歩
を
退し
り
ぞけ

て
知
ん
ぬ　

今
の
是ぜ

な
る
こ
と
を

懷
鏡
求
頭
憶
昨
非　
　
　
　

鏡
に
懐
い
て
頭
を
求
め
て
憶お
も

へ
ば
昨
の
非ひ

な
る
こ
と
を

念
起
常
障
迷
與
悟　
　
　
　

念
起
こ
っ
て
は
常
に
迷
と
悟
と
に
障
ら
ん

理
窮
寧
患
讚
兼
譏　
　
　
　

理
窮
ま
り
て
は
寧
ろ
讃さ
ん
と
譏き

と
を
患う
れ
ええ
ん
や

無
端
贏
得
出
家
事　
　
　
　

端
無
く
贏も
う

け
得え

た
り　

出
家
の
事

坐
見
煙
雲
膝
下
飛　
　
　
　

坐
し
て
は
見
る　

煙
雲
の
膝し
っ
か下
よ
り
飛
ぶ
こ
と
を

　

人
に
頼
る
こ
と
な
く
食
を
自
然
に
求
め
、世
間
か
ら
離
れ
内
心
を
希
求
す
る
日
々
が
正
し
く
、そ
れ
以
前
の
あ
り
方
は
正
し
く
な
か
っ

た
と
す
る
。
心
の
働
き
は
相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
論
理
が
行
き
着
く
と
こ
ろ
に
誉
・
誹
が
生
じ
て
愁
え
る
と
も
す
る
。
思
い
が
け
な

く
出
家
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
適
の
境
涯
で
あ
る
こ
と
を
詠
じ
る
。
少
し
く
理
念
的
な
詩
作
だ
が
、
出
世
間
の
歓
び
を
歌
っ
て
お
り
、

山
居
で
の
生
活
の
酬
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　

其
二
十
四　
　
　
　
　
　
　

其
の
二
十
四

昨
日
般
般
今
日
夢　
　
　
　

昨
日
の
般は
ん
は
ん般　

今
日
は
夢

推
知
百
歳
亦
如
斯　
　
　
　

推お

し
て
知
る　

百
歳
も
亦
た
斯か

く
の
ご
と
き
を



九
九

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

富
餘
千
口
未
堪
樂　
　
　
　

富と

ん
で
千
口
に
余あ
ま

る
も
未
だ
楽
し
み
に
堪
え
ず

貧
歉
一
脣
寧
可
悲　
　
　
　

貧ひ
ん

し
て
一い
っ
し
ん脣

歉あ
き
たら

ず　

寧む
し

ろ
悲
し
む
べ
け
ん
や

壽
夭
係
天
求
奈
致　
　
　
　

寿じ
ゅ
よ
う夭

は
天
に
係か
か

わ
る　

求
め
て
奈な
ん

ぞ
致い
た

さ
ん

智
癡
有
命
願
非
爲　
　
　
　

知ち

ぎ癡
は
命め
い

に
有
り　

願
わ
く
は
為つ
く

る
に
非あ
ら

ざ
ら
ん
こ
と
を

個
中
消
息
唯
無
事　
　
　
　

個こ

の
中な
か
の
消し
ょ
う
そ
く息　

唯た

だ
無
事

坐
臥
經
行
不
更
疑　
　
　
　

坐ざ

が臥　

経け
い
行ひ
ん　

更
に
疑
わ
ず

　

過
ぎ
行
く
日
々
の
あ
り
よ
う
は
百
年
後
も
同
様
で
あ
ろ
う
、
富
裕
で
美
食
を
尽
く
す
こ
と
は
正
真
の
楽
し
み
で
は
な
く
、
貧
窮
し
て

食
の
乏
し
い
の
は
悲
嘆
す
る
こ
と
で
は
な
い
、
と
清
貧
を
歌
う
。
寿
命
の
長
・
夭
、
性
質
の
智
・
癡
は
人
為
に
関
わ
ら
ず
、
仏
の
要
諦

は
余
計
な
は
か
ら
い
の
な
い
、
あ
り
の
ま
ま
の
境
位
で
あ
り
、
い
か
な
る
と
き
も
「
坐
臥
経
行
」
―
禅
定
―
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
、

と
詠
じ
る
の
は
確
固
と
し
た
修
行
へ
の
信
念
が
見
て
と
れ
る
。「
経
行
」
は
道
元
の
『
宝
慶
記
』
に
説
か
れ
て
お
り
、
歩
行
に
よ
る
行
ぎ
ょ
う

禅ぜ
ん

の
こ
と
で
あ
る）

（1
（

。
日
常
の
起
居
そ
の
も
の
が
禅
定
の
実
践
と
す
る
自
宗
の
教
義
は
山
居
生
活
に
お
い
て
も
営
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
山
居
の
あ
り
よ
う
、
風
致
を
歌
う
と
と
も
に
宗
教
的
境
位
も
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
一
連
の
詩
作
は
詩
人
で
あ
り
禅
僧
と

し
て
の
月
坡
の
出
発
点
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
山
居
へ
の
憧
憬
に
関
し
て
は

堪
笑
臨
江
懷
石
者　
　
　
　

笑
う
に
堪た

え
た
り　

江こ
う

に
臨
ん
で
石
を
懐い
だ

く
者も
の

の

山
中
眞
趣
不
曾
知　
　
　
　

山さ
ん
ち
ゅ
う中の

真し
ん

趣し
ゅ　

曽か
つ

て
知
ら
ざ
る
こ
と
を
（
其
六
）



一
〇
〇

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

久
願
幽
棲
恬
淡
奇　
　
　
　

久
し
く
幽ゆ
う
せ
い棲
恬て
ん
た
ん淡
の
奇き

な
る
を
願
う

縛
茆
又
悔
十
年
遅　
　
　
　

茆ぼ
う
を
縛ば
く
し
て
又
悔
や
む　

十
年
の
遅
き
こ
と
を
（
其
十
四
）

と
も
詠
ま
れ
て
お
り
、
当
期
の
獅
子
谷
寓
居
は
月
坡
に
と
っ
て
詩
作
の
上
で
〝
無む

か可
有ゆ
う

郷き
ょ
う〟

で
あ
っ
た
。

　

な
お
当
該
詩
作
の
特
徴
と
し
て
耕
作
を
表
わ
す
句
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
掲
詩
「
其
二
」
に
「
終
日
鋤
雲
種
紫
茄
」
の
句

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
外
に
つ
い
て
見
る
と
、

種
麥
栽
麻
衣
食
有　
　
　
　

麦
を
種う

え
麻
を
栽う

え
て
衣
食
有
り

钁
頭
邊
事
不
吾
瞞　
　
　
　

钁か
く
と
う頭
辺へ
ん
の
事　

吾わ
れ
を
瞞あ
ざ
むか
ず
（
其
八
）

山
翁
唯
欲
種
黄
獨　
　
　
　

山
翁
は
唯た

だ
黄け
い
も独
を
種う

え
ん
と
欲
し
て

日
把
鉏
雲
鈍
鐵
錐　
　
　
　

日
に
雲
を
鉏す

く
鈍ど
ん

鉄て
っ
錐す
い
を
把と

る
（
其
十
七
）

高
低
随
處
平
泥
去　
　
　
　

高こ
う
て
い低　

処
に
随
っ
て
泥
を
平た
い

ら
げ
去
っ
て

數
畝
新
開
作
麥
田　
　
　
　

数す
う
畝ほ　

新
に
開
い
て
麦ば
く
で
ん田
を
作な

す
（
其
二
十
二
）

留
葉
作
金
非
實
事　
　
　
　

葉
を
留
め
て
金
と
作な

す
は
実
事
に
非あ
ら

ず

種
田
搏
飯
豈
虚
然　
　
　
　

田
を
種う

え
て
飯
に
搏に
ぎ

る　

豈あ

に
虚
然
な
ら
ん
や
（
其
二
十
六
）



一
〇
一

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

と
い
う
各
聯
を
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
禅
院
で
は
作
務
が
義
務
で
あ
り
ま
た
尊
ば
れ
て
お
り
、
耕
作
も
そ
の
一
環
だ
が
、
月
坡
は
自

身
の
耕
作
を
山
居
に
お
け
る
作
務
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
食
を
得
る
た
め
の
現
実
的
な
行
為
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
耕
作
へ
の
熱
意
は
詩
作
の
上
で
は
山
居
の
自
立
し
た
生
活
、
労
働
へ
の
熱
意
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
一

（『菴居全集』「比良山図」３オ）



一
〇
二

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

例
目
は
特
に
耕
作
に
対
し
て
信
憑
す
る
心
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
俗
世
間
を
避
け
風
致
を
愛
す
る
の
み
の
山
居
で
は
な

く
、
実
態
を
伴
っ
た
生
活
感
覚
の
要
素
を
与
え
て
い
る
。

二
　「
題
獅
子
庵
八
境
」

　

月
坡
は
獅
子
谷
庵
住
時
代
（
寛
文
四
年
～
同
七
年
）
に
も
う
一
例
、
連
作
詩
を
詠
じ
て
い
る
。「
題
獅
子
庵
八
境
（
獅
子
庵
の
八
境
に

題
す
）」（
上
巻
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
項
の
「
比
良
山
獅
子
谷
居
」
に
は
各
詩
に
題
は
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
当
該
詩
で
は
自
ら

選
定
・
命
名
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
四
題
は
仏
教
語
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
二
題
は
名
勝
、
二
題
は
村
名
で
あ
る
。

　
　

無
露
頂　
　
　
　
　
　
　
　

無む

ろ露
頂
ち
ょ
う

帯
霧
入
雲
浮
逼
然　
　
　
　

霧
を
帯
び
雲
に
入
っ
て
浮ふ
ひ
ょ
く逼
然ぜ
ん
た
り

未
看
頂
相
在
那
辺　
　
　
　

未い
ま
だ
看み

ず　

頂ち
ょ
う
そ
う相の
那な
へ
ん辺
に
在
る
こ
と
を

向
言
斫
額
莫
労
眼　
　
　
　

向
か
っ
て
言
う　

斫せ
き
額が
く
の
眼ま
な
こを 

労ろ
う
す
る
莫な
か
れ
と

卓
透
直
須
天
外
天　
　
　
　

卓た
く

透と
う

は 

直た
だ

ち
に
須す
べ
から

く
天て
ん
が
い外

の
天
な
る
べ
し

　
「
無
露
」
は
お
そ
ら
く
「
無
漏
」
に
通
じ
、
清
浄
の
境
地
の
言
い
で
あ
ろ
う
。「
頂
相
」
は
の
ぞ
き
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
崇
高
な
如

来
の
頭
頂
部
を
い
う
が
、
頂
き
を
如
来
の
そ
れ
に
見
立
て
て
い
る
。
手
を
か
ざ
し
て
頂
き
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
見
よ
う
と
し
て
も
無
駄

で
あ
り
、
卓
立
す
る
頂
き
は
天
を
突
き
抜
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
詠
む
。
山
の
頂
き
を
如
来
の
頂
相
に
託
し
て
表
わ
し
て
お
り
、
比



一
〇
三

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

良
山
の
清
澄
の
姿
が
如
来
に
重
ね
合
わ
さ
れ
る
。

　
　

仏
座
峰　
　
　
　
　
　
　
　

仏ぶ
つ
ざ座

峰ほ
う

躑
躅
華
開
百
億
春　
　
　
　

躑つ
つ
じ躅

華は
な

開
く　

百ひ
ゃ
く
お
く億の

春

峰
高
千
丈
紫
金
身　
　
　
　

峰
は
高
し　

千せ
ん
じ
ょ
う丈の
紫し

金こ
ん

身じ
ん

誰
知
一
座
天
眞
佛　
　
　
　

誰た
れ
か
知
る　

一い
ち
ざ座
の
天て
ん
し
ん
ぶ
つ

真
仏

不
用
離
鐫
瞻
仰
新　
　
　
　

離り
せ
ん鐫
を
用
い
ず　

瞻せ
ん
ご
う仰
の
新
な
る
こ
と
を

　
「
百
億
」
は
広
大
無
辺
の
世
界
を
意
味
す
る
が
、
躑
躅
の
花
が
咲
く
景
に
全
世
界
の
春
を
感
じ
取
る
。
峰
の
高
さ
に
仏
の
崇
高
の
渾
身

を
写
し
出
し
、「
天
真
仏
」―
あ
り
の
ま
ま
の
自
己
―
を
現
出
す
る
。
人
為
の
及
ば
な
い
景
趣
に
嗟
嘆
を
新
た
に
す
る
と
詠
む
。「
天
真
仏
」

の
語
は
永よ
う

嘉か

真し
ん

覚か
く

『
証
道
歌
』
に
「
覚
即
了　

無
一
物　

本
源
自
性
天
真
仏
（
覚さ
と

れ
ば
即
ち
了
ず　

一
物
無
し　

本
源
自
性
は
天
真
仏
）」

と
あ
り
、
本
来
の
自
性
を
い
う）

（（
（

。
こ
の
語
か
ら
禅
的
な
色
合
い
が
窺
わ
れ
、
人
々
す
べ
て
が
具
有
す
る
自
性
は
仏
性
で
あ
る
と
す
る
禅

の
教
理
が
浮
か
び
上
が
る
。

　
　

紫
雲
嶺　
　
　
　
　
　
　

紫し
う
ん雲

嶺れ
い

嶺
頭
日
没
影
氤
氳　
　
　
　

嶺れ
い
と
う頭
日
没
し
て
影か
げ
氤い
ん
う
ん氳　
　
　
　

方
見
白
雲
成
紫
雲　
　
　
　

方ま
さ

に
見
る　

白
雲
の
紫
雲
と
成
ら
ん
こ
と
を

望
眼
力
窮
天
漸
暗　
　
　
　

望ぼ
う

眼が
ん　

力
ち
か
ら

窮き
わ

ま
っ
て
天
漸よ
う
やく

暗
し



一
〇
四

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

色
空
初
了
本
無
分　
　
　
　

色し
き

空く
う

初し
ょ

了り
ょ
うす　

本も
と
分わ
か
つ
無な

し　

　

夕
暮
れ
ど
き
の
間あ

わ
いの

光
景
に
仏
教
教
理
を
投
影
し
て
詠
む
。「
紫
雲
」「
色
空
」
と
仏
教
語
を
用
い
、
夕
陽
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
雲
が

紫
雲
に
化
し
、
そ
の
情
景
を
見
晴
る
か
し
て
い
る
と
あ
た
り
は
闇
に
包
ま
れ
、
色
―
現
象
―
と
空
―
無
自
生
―
の
区
別
が
な
い
こ
と
を

初
め
て
分
か
っ
た
と
す
る
。
昼
夜
の
は
ざ
ま
の
光
り
と
闇
に
仏
教
教
理
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
一
連
の
詩
作
の
中
で
も
宗
教
的
境
位
が

強
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　

法
華
灘　
　
　
　
　
　
　
　

法ほ
っ
け
だ
ん

華
灘

無
説
無
言
眞
法
華　
　
　
　

無む
せ
つ説　

無む
ご
ん言　

真
の
法
華

如
何
開
口
事
誼
譁　
　
　
　

如い
か
ん何
ぞ
口
を
開
い
て
誼ぎ

か譁
を
事こ
と
と
せ
ん

見
聞
須
是
實
諸
相　
　
　
　

見
聞　

須す
べ
から
く
是こ

れ
諸し
ょ
そ
う相
を
実じ
っ
す
べ
し

誤
向
灘
邊
莫
筭
沙　
　
　
　

誤
あ
や
ま
っ
て
灘だ
ん
辺ぺ
ん
に
向
か
っ
て
沙す
な
を
筭か
ぞ
う
る
莫な
か
れ

　

谷
川
の
瀬
を
「
灘
」
と
し
法
華
経
を
称
揚
す
る
。「
無
説
無
言
」
は
「
無
説
無
示
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
よ
う
が
言
葉
で
は
示
さ
れ
な

い
法
華
の
真
髄
を
讃
仰
し
、
と
や
か
く
言
い
立
て
る
こ
と
は
無
用
で
あ
る
と
す
る
。「
見
聞
」
―
六
識
―
は
種
々
相
を
究
明
す
べ
き
で
あ

り
、谷
川
の
砂
を
数
え
る
よ
う
な
無
駄
な
こ
と
営
む
な
、と
す
る
。
法
華
経
は
宗
門
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、道
元
『
正
法
眼
蔵
』

（
六
〇
巻
本
・
九
十
五
巻
本
）
に
「
法
華
転
法
華
」
の
巻
も
存
す
る
が
、
当
該
詩
は
題
の
「
灘
」
以
外
山
中
の
景
は
詠
ま
れ
て
お
ら
ず
、

経
典
を
讃
抑
す
る
こ
と
に
趣
意
が
あ
り
、
一
連
の
詩
作
で
は
特
異
で
あ
る
。



一
〇
五

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

　
　

櫻
桃
溪　
　
　
　
　
　
　
　

桜お
う
と
う
け
い

桃
渓

甚
愛
櫻
桃
遠
隔
塵　
　
　
　

甚は
な
はだ

愛
す　

桜
桃
の
遠
く
塵
を
隔
つ
る
こ
と
を

特
來
親
見
別
天
春　
　
　
　

特と
く

に
来
た
っ
て
親
し
く
別べ
っ
て
ん天

の
春
を
見
る

莫
令
華
落
溪
源
水　
　
　
　

華は
な

を
し
て
渓け
い
げ
ん源

の
水
に
落
と
さ
し
む
る
こ
と
莫な
か

れ

只
恐
流
香
誘
客
賓　
　
　
　

只た

だ
恐お
そ
る　

流
り
ゅ
う
香こ
う
の
客
き
ゃ
く
賓ひ
ん
を
誘
わ
ん
こ
と
を

　

当
該
詩
は
全
八
首
の
う
ち
最
も
風
致
を
讃
え
た
趣
向
で
あ
り
、
命
名
も
仏
教
色
か
ら
離
れ
る
。
俗
塵
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
中
の
桜
、

桃
花
を
愛
で
、
桃
源
の
世
界
の
春
に
浸
る
と
詠
み
、
花
の
散
る
こ
と
を
危
惧
し
、
芳
香
が
流
れ
出
て
世
間
の
人
を
当
地
に
誘
う
こ
と
を

危
ぶ
む
。
山
中
の
清
澄
の
風
致
に
咲
く
花
を
賞
美
し
、
他
者
の
来
訪
に
よ
り
別
天
地
の
風
趣
が
乱
さ
れ
る
こ
と
を
忌
む
。
一
連
の
詠
作

の
中
で
当
地
の
風
致
を
愛
す
る
心
情
が
強
く
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　

瀑
布
泉　
　
　
　
　
　
　

瀑ば
く
ふ布

泉せ
ん

透
石
穿
雲
落
碧
空　
　
　
　

石
を
透と
お

り
雲
を
穿う
が

っ
て
碧へ
き
く
う空

よ
り
落
つ

爲
霖
爲
雨
氣
濛
　
　
　
　

霖り
ん

と
為な

り
雨
と
為な

っ
て
気き

濛も
う
ろ
う
た
り

何
年
參
得
馬
師
喝　
　
　
　

何い
ず

れ
の
年
か
参さ
ん

得と
く

す　

馬ば

し師
の
喝か
つ

巖
舌
吼
雷
令
我
聾　
　
　
　

巖が
ん

舌ぜ
つ

雷か
み
な
りを
吼こ
う
じ
て
我
を
し
て
聾ろ
う
ぜ
し
む

　
「
瀑
布
」
は
当
地
の
楊
梅
の
滝
（
ヤ
ケ
山
）
を
指
す
。
起
句
・
承
句
は
岩
上
を
激
し
く
流
れ
、
雲
を
貫
い
て
空
か
ら
落
ち
て
く
る
よ
う



一
〇
六

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

に
見
え
、
霧
や
雨
と
化
し
て
降
り
そ
そ
ぐ
滝
の
情
景
を
詠
む
。
転
句
・
結
句
で
は
一
転
し
て
馬
祖
道
一
の
故
事
を
引
き
、
い
つ
に
な
っ

た
ら
参
禅
し
て
真
理
を
体
得
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
こ
と
を
思
う
と
滝
の
轟
音
が
雷
の
よ
う
に
聞
こ
え
、
あ
の
馬
祖
の
喝
の
よ
う

に
自
分
の
聴
覚
を
奪
う
と
す
る
。
こ
の
馬
祖
の
故
事
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
な
ど
に
見
え
、
百
丈
懷
海
が
馬
祖
に
一
喝
さ
れ
て
三
日
間
耳

が
聞
こ
え
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う）

（1
（

。
滝
の
轟
音
を
馬
祖
の
喝
の
声
に
聞
き
な
し
た
も
の
で
あ
り
、
禅
風
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
馬

祖
の
喝
の
故
事
を
引
く
こ
と
は
自
ら
の
禅
修
行
を
励
ま
す
意
図
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　
　

栗
原
村　
　
　
　
　
　
　
　

栗く
り
は
ら
む
ら

原
村

七
十
餘
家
側
岸
向　
　
　
　

七し
ち
じ
ゅ
う
よ
か

十
余
家　

岸が
ん

向こ
う

に
側そ
ば
だつ

石
泉
哽
落
水
如
歌　
　
　
　

石せ
き
せ
ん泉
哽む
せ
び
落
ち
て
水
歌
う
が
ご
と
し

獨
藏
身
世
太
雖
好　
　
　
　

独ひ
と
り
身し
ん
世せ
い
を
蔵か
く
し
て
太は
な
はだ
好
む
と
雖い
え
ども

其
奈
林
閒
栗
棘
多　
　
　
　

其そ

れ
奈い
か
んせ
ん　

林り
ん
か
ん間
に
栗り
っ

棘き
ょ
くの
多
き
こ
と
を

　

第
七
首
・
八
首
は
実
在
の
村
名
を
題
に
す
る
。
月
坡
が
庵
住
す
る
近
郊
の
村
を
詠
じ
る
が
、
村
落
の
立
地
の
あ
り
よ
う
、
岩
清
水
が

滞
り
な
が
ら
流
れ
る
音
に
耳
を
傾
け
、
身
を
山
に
隠
し
て
楽
し
ん
で
い
る
が
、
こ
の
地
の
林
に
栗
が
多
く
棘
に
煩
う
こ
と
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
、
と
詠
じ
る
。
結
句
「
栗
棘
」
は
栗
原
村
の
「
栗
」
に
因
ん
で
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
隠
棲
の
中
に
も
不
如
意
な
こ
と
が
あ
る

と
す
る
。そ
の
不
如
意
さ
は
人
為
が
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、自
然
物
で
あ
る
と
こ
ろ
に
自
足
の
境
涯
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。



一
〇
七

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

　
　

龍
華
村　
　
　
　
　
　
　
　

龍
り
ゅ
う

華げ
む
ら村

松
崗
竹
澗
色
如
藍　
　
　
　

松し
ょ
う
こ
う崗　

竹ち
く
か
ん澗　

色
藍あ
い

の
ご
と
し

茆
屋
高
底
一
二
三　
　
　
　

茆ぼ
う
お
く屋　

高
低　

一い
ち
に
さ
ん

二
三

知
在
當
來
慈
氏
會　
　
　
　

知
ん
ぬ　

当と
う
ら
い来

慈じ

氏し

の
会え

に
在
る
こ
と
を

龍
華
村
外
使
吾
庵　
　
　
　

龍
り
ゅ
う
華げ
そ
ん
が
い

村
外　

吾わ
れ
を
し
て
庵い
お
り
せ
し
む

　

松
の
生
え
る
丘
、
竹
の
生
え
沿
う
谷
川
が
藍
色
に
包
ま
れ
、
粗
末
な
家
が
高
い
、
低
い
所
に
数
軒
点
在
す
る
景
を
詠
む
。
遠
い
未
来

に
は
弥
勒
菩
薩
の
衆
生
を
救
う
説
法
が
あ
り
、
そ
の
た
め
龍
華
村
郊
外
に
庵
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
す
る
。「
慈
氏
会
」
は
「
竜り
ゅ
う
げ華

三さ
ん
え会
」
の
こ
と
で
あ
り
、釈
迦
の
入
滅
後
五
十
六
億
七
〇
〇
〇
万
年
後
、弥
勒
菩
薩
が
兜と
そ
つ率
天て
ん
か
ら
下げ
し
ょ
う生
し
て
竜
樹
の
下
で
開
悟
し
、人
々

を
救
済
す
る
た
め
に
説
法
を
三
回
行
う
法
座
の
こ
と
を
い
う
。
前
記
の
詩
と
同
じ
く
村
名
か
ら
詩
中
に
詠
む
言
葉
を
導
き
だ
す
。
手
法

と
し
て
は
同
一
だ
が
、
当
該
詩
は
弥
勒
菩
薩
に
因
む
村
名
の
た
め
、
自
身
が
当
地
に
庵
住
す
る
理
由
と
関
係
さ
せ
て
詠
じ
て
い
る
。

　

以
上
「
獅
子
庵
八
境
」
の
詩
作
を
見
た
。「
比
良
山
獅
子
谷
居
」
で
は
宗
教
的
境
位
を
表
現
す
る
際
、
自
身
の
山
居
で
の
あ
り
よ
う
と

と
も
に
詠
ま
れ
た
も
の
が
多
く
、
特
に
禅
的
要
素
を
表
現
し
て
い
た
が
、
当
該
詩
作
で
は
馬
師
の
喝
の
故
事
を
引
用
す
る
も
の
の
、
全

体
と
し
て
は
一
般
に
周
知
の
仏
教
に
関
す
る
知
見
を
も
と
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
な
お
「
桜
桃
渓
」
は
当
地
の
景
勝
を
愛
す
る
月
坡
の

心
情
が
よ
く
窺
え
よ
う
。



一
〇
八

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

三
　「
関
山
琵
琶
苑
居
」

　

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）、
月
坡
は
郡
長
よ
り
退
去
を
命
ぜ
ら
れ
て
獅
子
谷
を
去
る
。
一
善
信
の
勧
め
に
よ
り
関
山
（
逢
坂
山
）
の
蝉

丸
旧
址
に
庵
を
結
び
二
回
目
の
山
居
生
活
を
送
る）

（1
（

。
獅
子
谷
を
離
れ
る
際
の
詩
を
見
て
お
こ
う
。

　
　

離
獅
子
谷　
　
　
　
　
　
　

獅し

し子
谷こ
く

を
離は
な

る

小
隱
居
山
大
隱
鄽　
　
　
　

小し
ょ
う
い
ん隠は
山
に
居
し
大た
い
い
ん隠
は
鄽ま
ち

何
虚
石
上
學
磨
甎　
　
　
　

何な
ん

ぞ
虚む
な

し
く
石せ
き
じ
ょ
う上に

磨ま
せ
ん甎

を
学
ば
ん

三
年
伐
木
鋏
頭
鐵　
　
　
　

三
年
木
を
伐き

る
鋏き
ょ
う
と
う頭の
鉄

賣
作
草
鞋
行
脚
銭　
　
　
　

売
っ
て
草そ
う
あ鞋
行
脚
の
銭
と
作な

さ
ん
（『
菴
居
全
集
』
上
巻
）

『
文
選
』
の
王
康
琚
「
反
招
隠
詩
」、
南
岳
懐
譲
の
「
磨
甎
」
の
故
事
を
引
き
、
鋏
の
鉄
を
売
っ
て
路
銀
に
あ
て
る
と
詠
む
。
三
年
に

及
ぶ
獅
子
谷
で
の
山
居
は
前
項
で
見
た
よ
う
に
二
種
の
佳
境
詠
に
は
禅
僧
と
し
て
の
本
懐
、
詩
人
と
し
て
風
致
を
愛
す
る
心
情
が
表

現
さ
れ
、
詩
僧
と
し
て
の
月
坡
の
骨
格
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
本
項
で
は
関
山
山
居
時
代
の
佳
境
詠
に
つ
い
て
見
た
い
が
、「
関
山
琵

琶
苑
居
」（
中
巻
）、「
題
琵
琶
堂
六
境
」（
同
上
）
の
二
種
の
詩
作
が
存
す
る）

（1
（

。
共
通
す
る
「
琵
琶
」
は
当
地
に
庵
住
し
た
蝉
丸
が
琵

琶
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
む
が
、
前
者
は
勝
地
の
選
定
・
命
名
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
後
者
は
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
者

の
詩
作
は
全
十
首
か
ら
な
る
が
、「
其
二
」
は
旧
稿
（
本
紀
要
二
十
二
号
）
に
お
い
て
引
用
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
本
稿
で
は
そ
れ
以

外
の
詩
に
つ
い
て
見
た
い
。



一
〇
九

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

　
　

關
山
琵
琶
苑
居　
　
　
　
　

関か
ん
ざ
ん山

琵び

わ琶
苑え
ん

の
居き
ょ

素
愛
山
居
隣
市
鄽　
　
　
　

素も
と

よ
り
山
居
の
市し
て
ん鄽

に
隣と
な

る
を
愛
す

一
茆
恰
好
縛
中
邊　
　
　
　

一い
ち
ぼ
う茆

恰あ
た
かも

好よ

し　

中ち
ゅ
う
へ
ん辺に

縛ば
く

す

從
來
非
有
別
消
息　
　
　
　

従
来　

別
の
消
し
ょ
う
そ
く息

有
る
に
非
ず

乞
米
収
薪
意
自
便　
　
　
　

米
を
乞
い
薪た
き
ぎを
収お
さ
め
て
意
自じ

便べ
ん
す

　

琵
琶
苑
に
お
け
る
円
満
自
足
の
生
活
を
詠
じ
る
。
山
居
の
近
く
に
街
中
が
あ
っ
て
も
苦
に
な
ら
ず
、
粗
末
な
庵
を
山
の
中
腹
に
結
び
、

以
前
か
ら
別
の
暮
ら
し
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
托
鉢
し
薪
を
樵こ

る
日
々
の
営
み
は
思
う
ま
ま
の
境
涯
で
あ
る
と
す
る
。
一
連
の
詩
作
の

基
調
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
山
居
が
自
ら
に
適か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　
　

其
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
三

徹
底
休
時
徹
底
休　
　
　
　

徹て
っ
て
い底

休
す
る
と
き
徹て
っ
て
い底

休
す

渾
身
客
盡
小
堂
幽　
　
　
　

渾こ
ん
し
ん身　

客
尽
き
て
小
堂
幽ゆ
う

な
り

十
年
參
得
活
埋
話　
　
　
　

十
年
参さ
ん

得と
く

す　

活か
つ
ま
い埋

の
話

何
管
秋
風
霜
我
頭　
　
　
　

何
ぞ
管か
ん

せ
ん　

秋
風
の
我
が
頭か
し
らを

霜そ
う

す
る
こ
と
を

　
「
徹
底
」「
活
埋
」
と
い
う
禅
語
を
用
い
て
詠
む
。「
徹
底
」
は
悟
り
き
る
こ
と
、「
活
埋
」
と
い
う
語
は
『
臨
済
録
』
に
も
見
え
る
が
、

こ
こ
は
通
幻
寂
霊
が
僧
堂
の
前
に
坑あ
な

を
堀
り
新
参
の
学
人
に
問
答
を
試
み
て
不
適
の
場
合
は
坑
に
落
と
す
と
い
う
接
化
法
の
こ
と
を
い



一
一
〇

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

う
か
。
承
句
の
「
客
」
は
主
体
に
対
す
る
外
界
の
対
象
の
こ
と
だ
が
、
思
慮
分
別
の
働
く
対
象
が
な
く
な
る
こ
と
は
禅
僧
と
し
て
目
指

す
べ
き
境
地
で
あ
り
、
小
庵
で
独
り
参
禅
に
沈
潜
す
る
姿
が
表
わ
れ
て
い
る
。

　
　

其
四　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
四

止
動
乖
真
動
止
差　
　
　
　

動ど
う

を
止と

む
れ
ば
真
に
乖そ
む

き
止し

を
動
ず
れ
ば
差た
が

う

非
思
量
處
衲
僧
家　
　
　
　

非ひ
し
り
ょ
う

思
量
の
処
と
こ
ろ

衲の
う

僧そ
う

の
家

坐
來
初
覚
苑
中
可　
　
　
　

坐ざ
ら
い来　

初
め
て
覚
ゆ　

苑
中
の
可よ

き
こ
と
を

不
是
山
閑
不
市
譁　
　
　
　

是こ

れ
山
の
閑
な
る
に
あ
ら
ず　

市
の
譁
か
ま
び
すき

に
あ
ら
ず

　

起
句
は
「
止
動
」「
動
止
」
か
ら
生
じ
る
心
の
迷
い
の
状
況
を
詠
む
が
、『
信
心
銘
』
に
「
心
動
帰
止　

止
更
弥
動　

唯
滞
両
辺　

寧

知
一
種
（
心
動
い
て
止し

に
帰
す
れ
ば　

止
更
に
弥
い
よ
い
よ

動
ず　

唯
だ
両
辺
に
滞
る　

寧な
ん
ぞ
一
種
を
知
ら
ん
や
）」
と
あ
る）

（1
（

。
動
を
収
め
て
止

に
就
こ
う
と
し
て
も
か
え
っ
て
静
が
ま
す
ま
す
動
じ
て
し
ま
う
と
し
、
動
・
静
に
固
執
す
る
こ
と
を
諫
め
る
が
、
禅
家
に
と
っ
て
心
の

動
静
は
喫
緊
の
問
題
で
あ
り
、ま
た
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
承
句
で
は
「
非
思
量
」
と
い
う
語
を
用
い
、

と
ら
わ
れ
を
捨
て
無
分
別
の
境
地
を
目
指
す
べ
き
と
す
る
。
転
・
結
句
で
は
当
苑
が
す
ば
ら
し
い
の
は
山
が
静
か
で
も
街
が
喧
騒
で
あ

る
た
め
で
な
く
、「
非
思
量
」
の
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
詩
は
特
に
禅
僧
と
し
て
の
心
中
の
理
想
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　

其
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
六

計
度
無
心
境
自
空　
　
　
　

計け
い
ど度　

無
心
に
し
て
境
き
ょ
う

自お
の

ず
か
ら
空



一
一
一

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

愛
山
好
市
一
家
風　
　
　
　

山
を
愛
し
市
を
好
む　

 

一い
っ
か
ふ
う

家
風

堂
前
朝
暮
何
年
盡　
　
　
　

堂
前　

朝
ち
ょ
う

暮ぼ　

何い
ず

れ
の
年
か
尽つ

き
ん

日
落
西
兮
月
上
東　
　
　
　

日
西
に
落
つ
れ
ば
月
東
に
上の
ぼ

る

　
「
計
度
」
は
考
え
分
別
す
る
こ
と
。「
無
心
」
は
妄
念
が
な
い
こ
と
を
い
う
が
、
考
え
分
別
す
る
境
涯
を
去
る
と
「
空
」
の
状
態
で
あ

る
と
し
、
静
寂
の
山
、
喧
騒
の
街
を
一
如
と
し
て
見
る
の
が
禅
家
で
あ
る
と
す
る
。
山
居
の
日
々
が
過
ぎ
行
き
、
太
陽
が
西
に
沈
め
ば

東
か
ら
月
が
出
る
と
詠
じ
、
天
体
の
運
行
に
日
々
の
あ
り
よ
う
を
託
す
。
禅
教
理
を
詠
じ
な
が
ら
山
居
の
円
満
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

　
　

其
七　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
七

俗
是
俗
兮
僧
是
僧　
　
　
　

俗
は
是
れ
俗　

僧
は
是
れ
僧

更
無
言
句
為
人
譍　
　
　
　

更
に
言げ
ん
く句

の
人
の
為
に
譍こ
た

う
る
こ
と
無
し

松
風
吹
送
關
山
頂　
　
　
　

松
し
ょ
う
ふ
う風

吹
き
送
る
関か
ん
ざ
ん山

の
頂
い
た
だ
き

獨
對
茆
堂
夜
雨
燈　
　
　
　

独ひ
と

り
茆ぼ
う

堂ど
う

夜や

雨う

の
灯
と
も
し
びに

対
す

　

承
句
の
言
葉
が
人
の
問
い
か
け
に
応
じ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
の
は
、
言
葉
の
表
層
的
意
味
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
を
忌
む
禅
の
教
理

が
表
現
さ
れ
る
。
関
山
の
頂
上
に
松
風
が
吹
き
、
雨
の
降
る
夜
独
り
庵
で
灯
火
に
向
き
合
う
姿
は
、
言
葉
を
離
れ
た
実
相
が
表
現
さ
れ

て
い
よ
う
。「
松
風
」「
雨
」と
い
う
自
然
現
象
に
包
ま
れ
な
が
ら「
灯
」に
照
ら
し
出
さ
れ
る
作
者
の
内
面
に
は
言
葉
は
必
要
あ
る
ま
い
。



一
一
二

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

　
　

其
八　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
八

在
處
為
家
一
道
人　
　
　
　

在ざ
い
し
ょ処
を
家
と
為
す
一い
ち
ど
う
じ
ん

道
人

豈
論
淸
淨
與
埃
塵　
　
　
　

豈あ

に
清
浄
と
埃じ
ん

塵あ
い

と
を
論
ぜ
ん
や

黙
然
閑
坐
蘿
窓
下　
　
　
　

黙も
く
ぜ
ん然

と
し
て
閑か
ん

坐ざ

す　

蘿ら

窓そ
う

の
下も
と

山
色
市
聲
心
轉
新　
　
　
　

山さ
ん

色し
ょ
く

　

市し
せ
い声　

心
転う
た

た
新あ
ら
たな

り

　

僧
に
と
っ
て
は
自
身
の
居
る
所
す
べ
て
の
地
が
安
住
の
家
で
あ
り
、
清
浄
と
塵
埃
を
取
り
立
て
て
問
題
に
す
る
必
要
は
な
く
、
蔦
の

生
え
懸
か
る
窓
の
下
で
静
か
に
座
し
て
い
る
と
、
山
の
よ
う
す
や
市
井
の
声
を
感
受
す
る
心
は
な
お
い
っ
そ
う
新
鮮
で
あ
る
、
と
詠
む
。

僧
と
し
て
の
居
処
へ
の
思
い
、
清
・
塵
の
区
別
の
不
用
、
山
居
の
静
謐
さ
、
山
・
市
井
か
ら
受
け
る
心
の
新
鮮
さ
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
　

其
九　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
九

休
論
無
法
及
無
心　
　
　
　

無む
ほ
う法
及
び
無
心
を
論
ず
る
こ
と
を
休や

め
よ

山
自
層
層
水
自
深　
　
　
　

山
は
自お
の
ず
か
ら
層そ
う
そ
う層　

水
は
自お
の
ず
か
ら
深し
ん

暁
近
閑
遊
超
物
外　
　
　
　

暁
あ
か
つ
き

近
う
し
て
閑か
ん
ゆ
う遊

物も
つ
が
い外

に
超
え
る

一
輪
月
色
孰
知
音　
　
　
　

一い
ち
り
ん輪
の
月
げ
っ
し
ょ
く色
孰た
れ
か
知ち
い
ん音

　
「
無
法
」「
無
心
」
と
い
う
禅
教
理
に
深
く
関
係
す
る
語
を
詠
み
、
ど
ち
ら
の
教
相
も
論
究
す
る
こ
と
を
や
め
よ
と
い
う
。「
無
法
」
は

『
新
版
禅
学
大
辞
典
』（
駒
沢
大
学
内
禅
学
大
辞
典
編
纂
所
編
、大
修
館
書
店
）
に
「
無
法
は
空
の
意
。」（「
無
法
法
」
の
項
目
）
と
あ
り
、



一
一
三

月
坡
道
印
の
詩
作
─
佳
境
詠
の
視
点
か
ら
─
（
伊
藤
）

「
無
心
」
は
同
書
に
「
無
心
定
の
意
で
、
一
切
の
意
識
作
用
を
滅
し
た
状
態
。」
と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
教
相
か
ら
離
れ
た
境
地
が
承
句

で
あ
り
、
自
然
の
中
に
自
ず
と
存
す
る
山
、
水
の
あ
り
よ
う
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
転
・
結
句
で
は
夜
明
け
前
の
情
景
が
表
わ
さ
れ
、

世
間
を
超
越
し
た
別
天
地
で
自
適
に
遊
び
、
空
に
か
か
る
月
を
心
の
通
う
友
と
す
る
と
詠
じ
る
。
起
句
で
禅
教
理
を
掲
げ
、
承
句
で
は

そ
の
境
地
を
自
然
に
託
し
て
表
わ
し
、
転
句
以
下
で
自
身
の
思
い
を
詠
む
構
成
は
、
一
連
の
詩
作
の
中
で
も
禅
機
が
巧
み
に
表
現
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　

其
十　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
十

不
問
透
關
非
透
關　
　
　
　

透と
う
か
ん関　

非ひ
と
う
せ
き

透
関
を
問
わ
ず

教
人
等
見
屋
頭
山　
　
　
　

人
を
し
て
等
し
く
屋お
く
と
う頭
の
山
を
見
せ
し
む

由
來
折
脚
鐺
邊
事　
　
　
　

由ゆ
ら
い来　

折せ
っ

脚き
ゃ
く
　

鐺と
う

辺へ
ん

の
事こ
と

煨
芋
煎
茶
香
熟
寒　
　
　
　

煨わ
い

芋う　

煎せ
ん
ち
ゃ茶　

香
か
お
り

熟じ
ゅ
くし

て
寒さ
む

し

　
「
透
関
」
は
修
行
者
が
関
門
を
透
過
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
関
」
は
禅
家
が
透
過
す
べ
き
難
関
、
あ
る
い
は
悟
り
の
門
を
意
味
し
、
禅

籍
に
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
同
時
に
「
関
」
は
逢
坂
関
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
、
透
過
す
べ
き
関
門
を
透
過
す
る
、
し
な
い
（
逢
坂
関

を
通
過
す
る
、
し
な
い
）
に
関
わ
ら
ず
、
人
は
平
等
に
山
を
見
る
と
す
る
。
透
過
の
有
無
に
関
係
な
く
旅
人
―
衆
生
―
が
同
じ
光
景
を

見
る
と
こ
ろ
に
平
等
心
を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
転
句
以
下
は
視
点
が
卑
近
な
も
の
に
移
り
、
足
が
折
れ
た
鍋
で
じ
っ
く
り
と

煮
る
芋
、
茶
を
煎
じ
る
馥
郁
と
し
た
香
り
を
味
わ
う
と
す
る
。
一
連
の
詩
作
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
最
後
は
庵
住
の
あ
り
よ
う
を
示
し

て
自
足
す
る
心
情
を
表
現
す
る
。
前
項
の
「
題
獅
子
庵
八
境
」
に
も
仏
教
的
要
素
が
詠
ま
れ
て
い
た
も
の
の
「
竜
華
三
会
」「
馬
師
の
喝
」
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の
よ
う
な
周
知
の
仏
教
に
関
す
る
知
見
だ
っ
た
が
、
当
該
詩
作
で
は
自
身
の
宗
教
的
境
位
が
山
居
の
あ
り
よ
う
と
と
も
に
歌
わ
れ
て
お

り
、
特
に
禅
教
理
を
表
現
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。「
其
九
」
は
そ
の
代
表
で
あ
ろ
う
。
詩
作
に
お
け
る
禅
的
境
位
を
一
歩
す
す
め
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

（『菴居全集』「関山図」15オ）
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四
　「
題
琵
琶
堂
六
境
」

　

関
山
山
居
時
代
の
も
う
一
例
の
佳
境
詠
で
あ
る
「
題
琵
琶
堂
六
境
（
琵
琶
堂
の
六
境
に
題
す 

）」
を
見
た
い
。『
菴
居
全
集
』
で
は
上

記
の
題
だ
が
、『
月
坡
禅
師
禅
偈
清
吟
』
に
は
「
丁
未
の
秋
、
独
和
禅
人
南
禅
よ
り
来
っ
て
師
を
訪
う
。
次
の
日
相
率
い
て
苑
中
に
遊
び

和
し
て
六
境
を
選
ん
で
詩
を
言
う
。
師
亦
た
題
詠
を
留
め
て
楽
し
む
」（
原
漢
文
）
と
あ
り
、
南
禅
寺
の
僧
独
和
（
未
詳
）
が
月
坡
を
訪

れ
、
琵
琶
苑
に
遊
び
六
境
を
選
定
し
て
詩
を
詠
み
、
月
坡
も
同
じ
く
詩
を
詠
じ
た
と
あ
る）

（1
（

。
第
一
首
か
ら
見
て
い
く
。

　
　

慈
光
春
晩　
　
　
　
　
　
　

慈じ
こ
う光
の
春
し
ゅ
ん

晩ば
ん

一
輪
煦
日
發
慈
光　
　
　
　

一い
ち
り
ん輪
の
煦く

日じ
つ　

慈じ
こ
う光
を
発
す

徧
界
圓
通
恩
没
量　
　
　
　

徧へ
ん
が
い界

に
円え
ん
ず
う通

し
て
恩お
ん

量は
か

り
没な

し

瓊
殿
東
開
春
晩
煖　
　
　
　

瓊け
い
で
ん殿

東
に
開
い
て
春
晩
煖あ
た
たか

な
り

鳥
啼
華
笑
興
彌
長　
　
　
　

鳥
啼
き
華
笑
っ
て
興
き
ょ
う

弥
い
よ
い
よ

長
し

　

万
物
を
育
む
春
の
太
陽
の
光
り
を
仏
、
菩
薩
の
放
つ
慈
悲
の
光
り
に
譬
え
る
。
そ
の
光
り
は
あ
ら
ゆ
る
所
に
行
き
渡
り
、
も
た
ら
さ

れ
る
恵
み
は
計
り
知
れ
な
い
と
し
、春
の
暮
れ
方
の
陽
光
に
仏
、菩
薩
の
慈
し
み
の
心
を
投
影
す
る
。
結
句
は
欧
陽
修
「
豊
楽
亭
遊
春
詩
」

（
其
一
）
に
因
む
禅
語
「
鳥
歌
花
舞
」
を
思
い
起
こ
す
が
、鳥
が
囀
り
花
が
咲
く
と
い
う
春
爛
漫
の
景
に
浸
る
心
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

琵
琶
苑
の
春
の
情
景
を
「
慈
光
」「
徧
界
」「
円
通
」
と
い
う
語
を
用
い
て
仏
、
菩
薩
を
賛
嘆
し
な
が
ら
春
興
の
尽
き
な
い
あ
り
よ
う
を

歌
う
。
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湖
上
梵
音　
　
　
　
　
　
　

湖こ
じ
ょ
う上
の
梵ぼ
ん

音お
ん

翻
眸
海
北
鏡
光
恢　
　
　
　

眸ひ
と
みを
海か
い
北ほ
く
に
翻
ひ
る
が
えせ
ば
鏡
き
ょ
う
こ
う光
恢か
い
た
り

一
百
里
程
當
面
開　
　
　
　

一
い
っ
ぴ
ゃ
く百

里り
て
い程　

当
面
開
く

濤
震
梵
音
清
耳
底　
　
　
　

濤な
み　

梵ぼ
ん
お
ん音

を
震ふ
る

っ
て
耳に
て
い底

に
清
し

誰
於
聞
處
入
流
來　
　
　
　

誰た
れ

か
聞も
ん

処し
ょ

に
於
い
て
流
れ
を
入
れ
来
た
る

　

琵
琶
湖
の
波
の
音
を
仏
の
妙
な
る
音お

ん
じ
ょ
う声に
聞
き
な
す
。
湖
面
は
鏡
の
光
り
の
よ
う
に
透
き
通
り
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
景
を
目
前
に
し
、

波
の
音
は
仏
の
妙
な
る
音
声
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
耳
に
清
ら
か
で
あ
り
、
当
苑
で
聞
く
こ
と
の
不
思
議
さ
を
思
う
。
当
該
詩
作
に
お
い

て
琵
琶
湖
を
景
物
と
し
て
取
り
上
げ
た
唯
一
の
詩
で
あ
り
、
前
詩
と
同
様
に
仏
へ
の
賛
嘆
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
。

　
　

關
山
月
色　
　
　
　
　
　
　

関か
ん
ざ
ん山
の
月げ

色
し
ょ
く

西
没
速
兮
東
上
遅　
　
　
　

西
に
没
す
る
は
速す
み
や
か
に
し
て
東
に
上の
ぼ
る
は
遅
し

關
山
月
色
弄
尤
奇　
　
　
　

関
山
の
月
色　

弄
も
て
あ
そぶ
こ
と
尤も
っ
とも
奇
な
り

閑
遊
物
外
樂
無
盡　
　
　
　

閑か
ん
ゆ
う遊　

物も
つ
が
い外　

楽
し
み
尽
く
る
こ
と
無
し

這
裏
風
流
誰
得
知　
　
　
　

這こ

の
裏う
ち
の
風
流　

誰
か
知
る
こ
と
を
得
ん

　

関
山
に
上
る
月
を
賞
揚
し
、
当
地
で
の
風
流
に
浸
る
心
情
を
表
現
す
る
。
月
の
入
り
の
は
や
さ
を
愁
え
、
月
の
出
の
待
ち
遠
し
く
思

う
心
に
関
山
の
月
の
す
ば
ら
し
さ
を
言
い
表
わ
す
。「
閑
遊
」「
物
外
」
の
語
は
前
掲
の
詩
に
転
句
「
暁
近
閑
遊
超
物
外
」（「
関
山
琵
琶
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苑
居
」
其
九
）
と
も
あ
っ
た
が
、
別
天
地
で
の
の
ど
か
な
行
楽
の
歓
び
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
当
地
の
風
流
は
俗
を
脱
し
閑
居
す
る
者

で
な
け
れ
ば
誰
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
一
連
の
詩
作
の
中
で
当
地
の
「
風
流
」
を
強
く
読
者
に
印
象
付
け
る
。

　
　

調
絃
松
風　
　
　
　
　
　
　

調ち
ょ
う
げ
ん絃の

松
し
ょ
う
ふ
う風

一
種
没
絃
丁
夜
鳴　
　
　
　

一い
っ
し
ゅ種　

没も
つ
げ
ん絃　

夜
に
丁あ
た
っ
て
鳴
る

必
斯
風
雨
入
松
聲　
　
　
　

必
ず
斯こ

れ
風
雨
の
松
に
入
る
声
な
ら
ん

蒲
團
坐
久
茆
堂
靜　
　
　
　

蒲ふ
と
ん団　

坐
る
こ
と
久
し
う
し
て
茆ぼ
う
ど
う堂
静
か
な
り

耳
聽
何
如
心
聽
淸　
　
　
　

耳に
ち
ょ
う聴
は
如い
か
ん何　

心し
ん
ち
ょ
う聴の
清
き
に

　
「
没
絃
」
は
弦
の
な
い
琴
、
あ
る
い
は
弦
の
な
い
琴
の
音
を
心
中
で
味
わ
う
こ
と
で
あ
り
、
禅
語
に
「
没
絃
琴
」
の
語
が
あ
る
。
無
弦

の
琴
が
夜
に
な
っ
て
山
中
に
響
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
き
っ
と
雨
ま
じ
り
の
風
が
松
の
枝
に
吹
き
通
う
声
な
の
で
あ
ろ
う
と
し
、
ひ
っ

そ
り
と
し
た
粗
末
な
堂
で
坐
禅
す
る
よ
う
す
を
詠
む
。
結
句
は
虚
堂
智
愚
「
聴
雪
」
の
転
句
「
耳
聞
不
似
心
聞
好
（
耳に
も
ん聞

は
心し
ん
も
ん聞

の
好よ

き
に
は
似し

か
ず
）」（『
江
湖
風
月
集
』）
と
通
底
す
る）

（1
（

。「
心
聴
」
―
心
で
見
る
―
の
肝
要
さ
を
歌
う
が
、当
該
詩
は
「
没
絃
」
の
禅
語
、「
蒲

団
」「
坐
」
の
坐
禅
を
表
わ
す
語
、「
心
聴
」
の
肝
要
と
い
う
禅
的
要
素
か
ら
成
り
立
つ
と
い
え
よ
う
。

　
　

草
錫
清
泉　
　
　
　
　
　
　

草そ
う

錫し
ゃ
くの
清せ
い
せ
ん泉

試
來
卓
錫
水
連
天　
　
　
　

試
み
に
来
た
っ
て
錫し
ゃ
くを

卓あ

て
れ
ば
水
天
に
連つ
ら

ぬ

非
是
神
通
非
本
然　
　
　
　

是
れ
神じ
ん
ず
う通

に
非あ
ら

ず　

本ほ
ん
ね
ん然

に
非あ
ら

ず
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井
底
任
他
千
尺
遠　
　
　
　

井せ
い
て
い底　

任に
ん
他た　

千
せ
ん
じ
ゃ
く尺
遠
し

寸
繩
無
用
汲
深
泉　
　
　
　

寸す
ん

縄じ
ょ
う
　

用
い
る
こ
と
無
う
し
て
深し
ん
泉せ
ん
を
汲
む

　
「
清
泉
」
は
逢
坂
関
所
に
あ
っ
た
と
い
う
関
の
清
水
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
歌
枕
で
あ
り
「
関
の
清
水
」「
岩
清
水
」
と
詠
ま
れ
る
こ
と

が
多
い
。
関
山
の
名
所
を
主
題
に
す
る
が
、
錫
を
た
て
る
と
水
が
湧
き
出
す
こ
と
は
弘
法
水
の
伝
説
を
思
い
起
こ
す
。
当
地
の
清
水
が

豊
富
に
湧
き
出
し
、
泉
の
底
は
果
て
し
な
く
深
く
、
滾こ
ん
こ
ん々

と
湧
き
出
る
水
は
汲
む
た
め
の
縄
な
ど
必
要
と
せ
ず
楽
々
と
掬す
く

い
取
る
、
と

詠
む
。
当
該
歌
枕
の
和
歌
の
表
現
の
あ
り
よ
う
と
は
関
係
し
な
い
が
、
詩
人
の
立
場
か
ら
改
め
て
詠
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

門
巷
絡
繹　
　
　
　
　
　
　

門も
ん
巷こ
う
の
絡ら
く
え
き繹

堂
前
絡
繹
往
來
諠　
　
　
　

堂
前　

絡
繹
と
し
て
往
来
諠か
ま
び
すし

牛
過
窓
櫺
人
過
門　
　
　
　

牛
は
窓そ
う
れ
い櫺
を
過
ぎ
人
は
門
を
過
ぐ

直
透
長
安
牆
外
巷　
　
　
　

直
ち
に
長
安
に
透と
お
る
牆
し
ょ
う
外が
い
の
巷
ち
ま
た

何
將
大
道
更
為
論　
　
　
　

何な
ん
ぞ
大
道
を
将も

っ
て
更
に
論
ず
る
こ
と
を
為な

さ
ん

　
「
門
巷
」
は
門
の
前
、「
絡
繹
」
は
人
馬
な
ど
の
往
来
が
連
な
り
続
く
こ
と
で
あ
る
が
、
関
山
は
実
際
、
東
海
・
東
山
道
の
交
通
の
要

衝
で
も
あ
っ
た
か
ら
往
来
は
激
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
詩
の
趣
意
は
『
趙
州
録
』
の
「
大
道
通
長
安
（
大
道
長
安
に
通
る
）」（
第

三
三
五
則
）
に
拠
る
。
趙
州
従
諗
が
弟
子
の
「
道
と
は
何
か
」
の
問
い
に
対
し
て
、「
師
云
、
墻
外
底
。
云
、
不
問
者
箇
。
師
云
、
問
什

麼
道
。
云
、
大
道
。
師
云
、
大
道
通
長
安
。」（
師
云
く
、「
墻し
ょ
う
げ
て
い

外
底
。」
云
く
、「
者し
ゃ
こ箇

を
問
わ
ず
。」
師
云
く
、「
什な

ん麼
の
道
を
か
問
う
。」
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云
く
、「
大
道
。」
師
云
く
、「
大
道
は
長
安
に
通
ず
。」）
と
答
え
て
い
る）

（1
（

。
す
べ
て
の
大
道
は
都
の
長
安
に
通
じ
る
と
は
、
日
常
の
起
居

臥
座
と
い
う
行
為
す
べ
て
が
「
長
安
」
―
悟
り
―
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
小
堂
の
前
は
行
き
来
の
喧
騒
に
包
ま
れ
、
牛
は
窓
の

格
子
を
、
人
は
門
―
関
―
を
通
り
過
ぎ
る
と
通
行
の
よ
う
す
を
言
い
表
わ
す
が
、「
牛
過
窓
櫺
」
は
『
無
門
関
』
第
三
十
八
則
に
あ
る
五

祖
法
演
の
公
案
に
拠
る
語
で
あ
る）

（1
（

。「
長
安
」
は
こ
こ
で
は
京
の
こ
と
で
あ
り
ま
た
「
悟
り
」
を
表
わ
し
、
悟
り
に
到
る
路
は
す
ぐ
近
く

に
あ
る
の
だ
か
ら
、こ
と
さ
ら
論
じ
る
必
要
は
な
い
と
す
る
。
当
該
詩
は
往
来
の
喧
騒
の
中
に
悟
り
へ
の
道
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
り
、『
趙

州
録
』『
無
門
関
』
に
拠
り
な
が
ら
そ
れ
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
。
禅
籍
に
拠
り
な
が
ら
庵
前
の
光
景
か
ら
悟
り
へ
の
道
を
歌
う
こ
と
は

詩
人
・
禅
僧
と
し
て
の
本
性
が
表
れ
て
お
り
、
一
連
の
詩
作
を
終
え
る
に
相
応
し
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
月
坡
の
四
種
の
佳
境
詠
に
つ
い
て
見
た
。
獅
子
谷
、
琵
琶
苑
に
お
け
る
詩
作
は
山
居
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
世

俗
か
ら
離
れ
た
一
禅
僧
と
し
て
詠
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
各
詩
の
趣
意
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、
風
致
を
賞
美
す
る
だ
け
に
止
ま

ら
ず
、
禅
僧
と
し
て
の
内
省
、
山
居
生
活
の
あ
り
よ
う
と
そ
れ
に
自
足
す
る
心
な
ど
が
表
わ
さ
れ
て
い
た
。
禅
的
境
位
を
表
現
し
た
詩

作
や
禅
籍
に
拠
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
月
坡
の
宗
教
的
境
位
が
見
て
と
れ
る
。
純
一
に
風
致
を
賞
美
す
る
詩
は
風
雅

を
愛
す
る
心
の
表
わ
れ
で
あ
り
、
そ
の
景
物
と
一
体
と
な
り
、
ま
た
は
想
起
さ
れ
て
表
現
さ
れ
る
仏
教
教
理
は
禅
僧
と
し
て
の
月
坡
の

内
面
を
映
し
出
し
て
い
る
。
詩
人
・
禅
僧
と
し
て
の
月
坡
は
一
心
同
体
で
あ
り
、
佳
境
に
お
け
る
詩
作
は
そ
の
両
者
の
交
響
の
も
と
に

な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
前
記
の
よ
う
に
月
坡
に
は
佳
境
詠
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
四
種
の
境
致
詠
が
存
す
る
。
本

稿
で
は
境
致
詠
に
ま
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
別
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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注（
１
） 

岡
田
宜
法
『
日
本
禅
籍
史
論
（
上
）
曹
洞
禅
編
』（
井
田
書
店
、
一
九
四
三
年
）

（
２
） 
参
照
し
た
資
料
を
掲
出
す
る
。
す
べ
て
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。

 
 

〈
語
録
〉

 
 

「
月
坡
禅
師
行
実
」（『
月
坡
禅
師
住
加
賀
州
金
龍
山
天
德
禅
院
語
録
』
二
巻
一
冊
。
天
和
二
年
刊
）

 
 

『
月
坡
禅
師
住
加
賀
州
黄
龍
山
献
珠
禅
寺
語
録
』
二
巻
二
冊
。
延
宝
五
年
刊
。

 
 

『
月
坡
禅
師
住
常
陸
州
岱
宗
山
天
徳
禅
寺
語
録
』
四
巻
二
冊
。
延
宝
八
年
刊
。

 
 

〈
詩
集
〉

 
 

『
菴
居
全
集
』
三
巻
一
冊
。
寛
文
十
二
年
刊
。

 
 

『
月
坡
禅
師
禅
偈
清
吟
』
二
巻
一
冊
。
延
宝
九
年
刊
。

 
 

『
霊
隠
図
詩
』
一
冊
。
元
禄
五
年
序
刊
。

 
 

『
南
去
北
来
』
三
巻
一
冊
。
元
禄
十
五
年
跋
刊
。

 
 

〈
紀
行
〉

 
 

『
手
ご
と
の
花
』
一
冊
。

（
３
） 『
月
坡
禅
師
住
常
陸
州
岱
宗
山
天
徳
禅
寺
語
録
』
第
三
巻
に
六
首
を
賦
す
（
老
杉
関
・
望
州
巌
・
卓
錫
泉
・
縱
眸
園
・
聴
雨
林
・
翫
月
渓
）。

こ
の
時
四
十
一
歳
。

（
４
） 

月
坡
の
境
致
詠
は
「
題
黄
龍
山
献
珠
禅
寺
四
境
」（『
菴
居
全
集
』）、「
遊
題
青
龍
寺
題
四
境
」（
同
上
）、「
登
吉
祥
山
題
十
一
境
弁
引
」（『
菴

居
全
集
』）、『
霊
隠
図
詩
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
内
『
霊
隠
図
詩
』
は
山
科
の
古
代
廃
寺
、大
宅
寺
を
復
興
し
「
中
興
霊
隠
山
大
宅
禅
寺
」
と
し
、
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二
十
八
境
四
十
二
景
を
選
定
・
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
大
宅
寺
は
一
宇
の
堂
で
あ
っ
た
（『
都
名
所
図
会
』
巻
五
）。
巻
頭
に
月
坡

の
手
に
な
る
絵
に
は
壮
大
な
伽
藍
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
月
坡
が
仮
構
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
は
虚
構
の
寺
院
の
境
致
で
あ
る
。
通
常

の
境
致
詠
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
別
稿
で
問
題
に
し
た
い
。

（
５
） 

境
致
に
つ
い
て
は
玉
村
竹
二
氏
の
「
境
致
と
は
、
境
内
の
人
目
を
惹
く
や
う
な
木
石
水
流
亭
楣
楼
閣
橋
梁
等
の
う
ち
、
先
述
の
如
き
、
禅
宗

一
流
の
態
度
で
命
名
を
施
さ
れ
た
も
の
を
い
ふ
の
で
、
多
く
は
一
定
数
を
限
つ
て
定
め
ら
れ
、
殊
に
十
境
と
い
は
れ
る
も
の
が
多
い
。」（「
禅
院

の
境
致
―
特
に
楼
閣
・
廊
橋
に
つ
い
て
―
」（『
叢
書　

禅
と
日
本
文
化
５　

禅
と
建
築
・
庭
園
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
）
と
の
見
解
に

従
い
た
い
。
な
お
境
致
と
い
え
ば
臨
済
寺
院
を
想
起
す
る
が
、
曹
洞
寺
院
に
も
存
す
る
こ
と
を
蔡
敦
達
氏
が
指
摘
す
る
（「
日
本
の
禅
院
に
お
け

る
中
国
的
要
素
の
摂
取
―
十
境
を
中
心
と
し
て
」（『
日
本
研
究
』
23
集
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）。

（
６
） 『
月
坡
禅
師
禅
偈
清
吟
』
の
題
詞
を
引
用
し
て
お
く
。「
寛
文
甲
辰
四
年
春
二
月
、
師
独
り
行
化
し
て
江
左
道
中
を
過
ぐ
。
栗
原
村
の
居
民
数

十
人
力
を
協
せ
て
師
の
道
風
を
迎
う
。
遂
に
比
良
山
獅
子
原
に
就
い
て
庵
を
卓
し
て
留
隠
せ
し
む
。
師
素
よ
り
偸
閑
の
地
を
求
め
り
。
乃
ち
欣

然
と
し
て
住
す
。
因
っ
て
三
十
五
偈
を
説
い
て
志
を
表
わ
す
」（
原
漢
文
）。
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号
、H152.1/W

2

）。

（
７
） 

駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
『
菴
居
全
集
』（
請
求
記
号
、
永
久
文
庫/1055

）
に
よ
る
。
以
下
同
。

（
８
） 

菅
沼
晃
編
『
道
元
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
七
年
）
に
は
「
道
元
に
よ
れ
ば
、
山
は
山
と
し
て
、
水
は
水
と
し
て
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

あ
り
か
た
で
、
そ
の
も
の
に
徹
し
、
山
は
山
に
な
り
き
り
、
水
は
水
に
な
り
き
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
を
こ
え
た
山
水
と
し
て
実

現
（
現
成
）
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」（「
山
水
経
」）
と
す
る
。

（
９
） 

入
矢
義
高
・
溝
口
雄
三
・
末
木
文
美
士
・
伊
藤
文
生
訳
注
『
碧
巌
録
（
上
）』（
岩
波
文
庫
）

（
10
） 『
宝
慶
記
』
に
「
堂
頭
和
尚
示
し
て
云
く
。
坐
禅
よ
り
起
ち
て
経き
ん
ひ
ん行

せ
ん
と
欲
せ
ば
、
遶に
ょ
う
ほ歩

す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
直
に
須
く
直じ
き
ほ歩

す
べ
し
。」

（
伊
藤
秀
憲
・
東
隆
真
訳
注
『
道
元
禅
師
全
集
第
十
六
巻　

宝
慶
記　

正
法
眼
蔵
陏
聞
記
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
三
年
）
と
あ
る
。
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（
11
） 

梶
谷
宗
忍
・
柳
田
聖
山
・
辻
村
公
一
『
禅
の
語
録
16
信
心
銘
・
証
道
歌
・
十
牛
図
・
坐
禅
儀
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
）

（
12
） 『
景
徳
伝
灯
録
』
に
「
一
日
、
師
、
衆
に
謂
ひ
て
曰
く
。
仏
法
は
是
れ
小
事
に
あ
ら
ず
、
老
僧
、
昔
、
再
び
馬
大
師
の
一
喝
を
蒙
り
、
直
に

三
日
、
耳
聾
し
、
眼
の
黒
む
を
得
た
り
と
。」（
巻
第
六
）
と
あ
る
（『
国
訳
一
切
経　

和
漢
撰
述
部　

第
十
四
巻
』
大
東
出
版
、
一
九
八
九
年
）。

（
13
） 「
月
坡
禅
師
行
実
」（『
月
坡
禅
師
住
加
賀
州
金
龍
山
天
德
禅
院
語
録
』）

（
14
） 『
月
坡
禅
師
禅
偈
清
吟
』「
関
山
琵
琶
苑
居
」
の
題
詞
を
以
下
に
挙
げ
る
。「
寛
文
丁
未
七
年
夏
五
月
、
師
徒
を
率
い
て
行
化
し
て
偶
た
ま
た
ま

大
津

に
到
る
。一
善
信
有
り
。久
し
く
道
風
を
重
ん
ず
。欣
然
と
し
て
拝
謁
し
て
家
に
入
れ
て
供
養
す
。遂
に
蝉
丸
翁
が
旧
隠
を
関
山
琵
琶
苑
に
補
っ

て
以
て
師
の
一
坐
具
地
と
作
ら
ん
こ
と
を
請
う
。
師
辞
す
る
に
及
ば
ず
し
て
留
ま
る
。
因
っ
て
十
偈
を
説
く
」（
原
漢
文
）。
駒
澤
大
学
図
書

館
所
蔵
本
（
請
求
記
号
、H152.1W

/2

）

（
15
） 

注
（
11
）
に
同
じ
。

（
16
） 

駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号
、152/W

2

）

（
17
） 

柴
山
全
慶
・
直
原
玉
青
『
江
湖
風
月
集
』（
創
元
社
、
一
九
六
九
年
）

（
18
） 

秋
月
龍
珉
『
禅
の
語
録
11　

趙
州
録
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
）

（
19
） 「
五
祖
曰
、
譬
如
水
牯
牛
過
窓
櫺
、
頭
角
四
蹄
都
過
了
、
因
甚
麼
尾
巴
過
不
得
。（「
五
祖
曰
く
、
譬
え
ば
水
牯
牛
の
窓
櫺
を
過
ぐ
る
が
如
き
、

頭
角
四
蹄
都
べ
て
過
ぎ
了
る
に
、
甚
麼
に
因
っ
て
か
尾
巴
過
ぐ
る
こ
と
を
得
ざ
る
」（
西
村
恵
信
訳
注
『
無
門
関
』
岩
波
文
庫
）

※
引
用
の
資
料
に
は
私
に
旧
字
・
異
体
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
、
濁
点
・
句
読
点
を
付
し
た
部
分
が
あ
る
。

〔
付
記
〕 

本
稿
は
令
和
四
年
三
月
五
日
、
駒
澤
大
学
佛
敎
文
學
研
究
所
研
究
会
（
於
駒
澤
大
学
）
に
お
い
て
「
月
坡
道
印
の
文
事
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
発
表
の
佳
境
詠
の
部
分
を
も
と
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
ご
教
示
下
さ
っ
た
諸
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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『
菴
居
全
集
』
の
複
製
、
掲
載
の
許
可
を
快
く
下
さ
っ
た
駒
澤
大
学
図
書
館
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。




